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第6 7回全国博物館大会「全国博物館フォーラム」

国の分野横断統合ポータル「ジャパンサーチ」の構築に向けて

国立国会図書館 電子情報部 電子情報企画課
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デジタルアーカイブのメリット

出典:「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン 概要版」（デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会、平成29年4月）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf

博物館・美術館にとって ユーザや社会にとって
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ジャパンサーチとは

ジャパンサーチ（試験版） https://jpsearch.go.jp/

• さまざまな分野のデジタルアーカイブと連携し、
我が国が保有する多様なコンテンツのメタデータ
をまとめて検索できる国の分野横断統合ポータル

• 政府の「知的財産推進計画」等に掲げられている
国の取組

運用主体:デジタルアーカイブジャパン推進委員会・
実務者検討委員会

（事務局:内閣府知的財産戦略推進事務局）
システムの運用担当:国立国会図書館

• 2019年2月に試験版を公開
2020年に正式版の公開を目指す

３



ジャパンサーチの開発スケジュール

2020年（目途）
正式版の一般公開

2018年

2018年7月
試験版の関係者限り公開
一般公開用の全データの登録開始

2019年2月
試験版の一般公開

2019年

プロトタイプ構築 関係者からのフィードバック⇔開発 関係者・利用者からのフィードバック⇔開発

2018年5月
関係者向け説明会開催

2020年

2019年7月17日
関係者向け説明会開催

 利用者の皆様からフィードバックを受付中
⇒お問合せフォーム https://jpsearch.go.jp/contact
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ジャパンサーチ構築に向けて:役割の整理

出典:デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン（デジタルアーカイブの連携に関する 関係省庁等連絡会・実務者協議会、平成29年４月）
「図2 デジタルアーカイブの共有と活用のために」より一部修正 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf
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【アーカイブ機関】
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連携状況（2019年7月9日現在）

12機関 45データベース メタデータ約1,800万件
分野 データ提供機関 データベース名

書籍等 国立国会図書館 「国立国会図書館サーチ」から、3件のデータベース
公文書 国立公文書館 「国立公文書館デジタルアーカイブ」

文化財
文化庁 「文化遺産オンライン」から、国指定文化財等データベース
国立文化財機構 「ColBase 国立博物館所蔵品統合検索システム」

美術 国立美術館
「国立美術館所蔵作品総合目録検索システム」
「アートコモンズ」

メディア芸術 映像産業振興機構 「Japan Content Catalog」から、2件のデータベース
舞台芸術 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 「演劇情報総合データベース」から、2件のデータベース

自然史・理工学 国立科学博物館
「サイエンスミュージアムネット S-Net」
「魚類写真資料データベース」

人文学 人間文化研究機構 「人間文化研究機構統合検索システム nihuINT」から、27件のデータベース
立命館大学アート・リサーチセンター 「ARC浮世絵ポータルデータベース」「ARC古典籍ポータルデータベース」

放送番組
放送番組センター 「放送ライブラリー公開番組データベース」※ドラマのデータ

日本放送協会 「動画で見るニッポンみちしる」

*「第二次中間取りまとめ」（実務者検討委員会，平成31年4月）p. 33 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/torimatome2.pdf

• 文化庁「メディア芸術データベース」と連携調整中

• 実務者検討委員会の連携方針*に基づき、同委員会の承認を得て連携
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ジャパンサーチ（試験版）の連携方法

詳細は「連携をご希望の機関の方へ」を参照 https://jpsearch.go.jp/cooperation

• 共通メタデータフォーマット（連携フォーマット/利活用フォーマット）による連携
• 連携機関の作業負担を軽減する
• 多種多様なメタデータの利活用を可能にする

• メタデータは原則CC0 ※国際的流通を意識（Europeanaと同レベル）
※著作物性のあるもののみCC BYでも可。原則に対応できない場合はデータベースごとに利用条件が分かるよう設定可能
※活用者には、CC0であっても出典等の情報を明記するよう、サイトポリシーでお願い

連携フォーマット

検索結果
（連携機関のメタデータ項目で

も検索が可能）

「ジャパンサーチ利活用ス
キーマ」でAPI提供

魅力的表示例
ギャラリーなど

利
用
者
・
活
用
者

メタデータ項目:連携機関が使っ
ている項目そのままでOK

ファイル形式:
TSV/CSV、XLSX（エクセル）、
JSON、XML

連携方式:
①ファイルのアップロード
②HTTP取得（週次/月次の設定も可能）
③OAI-PMH（大量かつ高頻度の場合）

ジャパンサーチ（試験版）

（詳細モデル化）利活用のため
の共通メタデータモデルに変換

（共通項目ラベルの付与）
もらったメタデータ項目に「共
通項目ラベル」を付与
※タイトル、年代、作者、提供者、URL
等の分野横断で共通となりうる項目のみ

（データ登録）もらったメタ
データ項目をそのまま取り込み

共通項目ラベルの確認・修正

利活用のため
のメタデータ

連携のための
メタデータ
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な
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・
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利活用フォーマット

メタデータの登録
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1. コンテンツの所在等の明確化
2. 連携機関へのアクセス促進
3. データの利活用の促進
4. 連携機関への支援
5. 新規ビジネス・サービスの創出等

目指す効果

ジャパンサーチ（試験版）の機能と目指す効果

分野の特性を活かした検索機能

様々なテーマに関する「ギャラリー」を提供

利活用機能

クリックするだけで楽しめる
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す

利活用促進の基盤となるAPI・ウェブパーツ機能
を提供
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横断検索、テーマ別検索、画像検索

画像検索テーマ別検索



検索の例

キーワード＜円山応挙＞で検索

探す
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621件ヒット（うちデジタルコンテンツあり474件*)

• 全データベース・メタデータ項目を
キーワード検索

• 検索窓の「詳しい検索条件」から、
共通項目による横断検索も可能

書籍等…514件

『応挙画譜（丸山応挙, 1850）』
国立国会図書館 蔵

（国立国会図書館デジタルコレクション）
PDM

文化財…74件

『秋冬山水図屏風』
東京国立博物館 蔵

（ColBase）CC-BY

*ウェブ公開+限定公開の合計数

検索窓

人文学…28件

『［蔵書印文］応挙』
典拠:捃印補遺（国文学研究資料館 蔵）
（蔵書印データベース）

CC BY-SA 4.0

美術…86件

『祇園祭山鉾図』(伝）応挙
立命館大学ARC 蔵

（ARC浮世絵ポータルデータ
ベース） CC BY-NC-SA

国立新美術館
（art commons）の
過去の展覧会情報



テーマ別検索

• 検索対象とするデータベース・メタデータ項目を独自にマッピングして定義した検索
⇒ 連携機関のオリジナルデータを活かしながら、特定のテーマに即した検索が可能

• ジャパンサーチのエディタで作成可能（現在は連携機関のみ）

テーマ別検索一覧 https://jpsearch.go.jp/csearch?from=0

テーマ別検索「刀剣について調べる」
https://jpsearch.go.jp/csearch/ndl-46KaOzRRn7z

ユーザからは見えない形で検索対象を
絞り込むこと（検索制約）が可能
【NDL書誌】＝NDC756.6のみ 等

「刀剣の名称」の検索フィールド:
【ColBase】 名称、解説、銘文等
【文化遺産オンライン】名称
【NDL書誌】タイトル、要約・抄録

等のDB項目をマッピング

検索結果で表示する項目やその
順番、ファセットも設定可能

探す
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利活用のユースケース「ギャラリー」

• ジャパンサーチの入口として、「検索機能」を使用しない場合でも見て楽しめるページ
⇒画像、解説文、予め定義した検索結果等を表示し、コンテンツへの理解を促進する

• ジャパンサーチのエディタで作成可能（現在は連携機関のみ）
• 画像はIIIFに変換して掲載
• SNSで簡便に拡散可能な仕組みも用意

テキスト、画像、
検索結果、検索画面

を組合せて表示

資料と解説文を
組み合わせた
電子展覧会

ギャラリー「ことのこと～箏と筝曲」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-DZvPpbMP0nczD0

ギャラリー「⾧崎」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-j6b49EaX1nFwB9

楽しむ
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利活用のユースケース／利活用機能「マイノート」
• お気に入りのメタデータ、ギャラリー、検索結果を登録
• 注記の追加、データのエクスポート、ウェブパーツとして外部サイトに貼付可能

♡アイコンをクリックして
マイノートに登録

ノートに保存したリストについて
・注記の追加
・CSV、XLSX、JSONでエクスポート
・ウェブパーツとしての利用 が可能

楽しむ 活かす
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API
• 共通項目のデータの他に、連携機関から収集したそのままの形のメタデータもAPIで提供
• メタデータアナライザの結果（項目特性に関する情報）もAPIで提供
• 検索API以外に、活用者がメタデータの大量取得を可能とするAPIも用意

活かす

（例）ColBaseより「花鳥」（東京国立博物館所蔵） https://jpsearch.go.jp/item/cobas-37911 13



• データの分析・可視化

• ジャパンサーチにどのようなコンテ
ンツが含まれているか
 データベース別のアイテム数
 連携機関別のアイテム数
 各プロパティの値トップ20
 年代別のアイテム数
 資料種別の階層関係
 連携機関と資料種別の関係性

APIの活用例

中村覚「ジャパンサーチのメタデータ利活用事例『ジャパンサーチを使う』」
（2019年7月17日「ジャパンサーチ発進!～連携拡大に向けて」発表資料）https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/201907jps.html 14



APIの活用例活かす

SPARQL query（例）
PREFIX dc: <http://purl.org/dc/elements/1.1/>
PREFIX edm: <http://www.europeana.eu/schemas/edm/>
PREFIX ore: <http://www.openarchives.org/ore/terms/>
SELECT ?uri ?label ?image WHERE{

BIND(chname:葛飾北斎 as ?cname)
{

?cname schema:name ?ename. 
FILTER(lang(?ename)="en")

BIND(replace(?ename, ", ", " ") 
as ?name)

?loduri owl:sameAs ?cname ; 
rdfs:isDefinedBy <http://dbpedia.org/>.

SERVICE SILENT 
<http://sparql.europeana.eu/> {

{?uri dc:creator ?name .} 
UNION 

{?proxy 
dc:creator ?loduri ; ore:proxyFor ?cho . 
?uri ore:proxyFor ?cho ; edm:europeanaProxy "false". }

?uri dc:title ?label
OPTIONAL{?uri

ore:proxyIn [edm:isShownBy ?image ]}
}

} UNION {
?uri rdfs:label ?label;

schema:creator/owl:sameAs? ?cname .
OPTIONAL{?uri

schema:image ?image}
}

}

• Europeanaとジャパンサーチをキーワード「葛飾北斎」で横断検索
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1. メタデータの整備
• ジャパンサーチと連携の場合は「タイトル」「ID」のみ必須だが、

外部リンク先URL（固定URL）、サムネイル画像URLも重要
• 名称/タイトルのローマ字（英語）

2. サムネイルの作成
3. デジタルコンテンツの作成・収集
4. メタデータの共有（オープン化）
5. メタデータ、サムネイル、デジタルコンテンツの二次利用条件の整理

• ジャパンサーチでは、メタデータは原則CC0（※著作物のある項目はCC BYでも可）
• サムネイルはCC０/CC BY、デジタルコンテンツはCC BY推奨（公的機関の場合）

メタデータ
サムネイル
コンテンツ

博物館・美術館のデジタルアーカイブ整備に向けて～新たな価値の創出へ～

（参考）○「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」
（デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会、平成29年４月）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf

○「デジタルアーカイブアセスメントツール（ver.1.0）」
『第二次中間取りまとめ』（実務者検討委員会、平成31年4月）pp. 68-69 に掲載

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/torimatome2.pdf

○「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について（2019年版）」
『第二次中間取りまとめ』（実務者検討委員会、平成31年4月）pp. 63-67 に掲載

上二つをオープンに（自由な二次
利用が可能な条件で）流通させる
ことで、コンテンツの活用が促進
される

目録データ

縮小画像

収蔵品
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ご清聴ありがとうございました

#ジャパンサーチ
で検索!ジャパンサーチ試験版（公式）

＠jpsearch_go

フィードバックをお持ちしています
https://jpsearch.go.jp/contact
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